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県
内
酪
農
事
業
の
よ
り
一
層
の
強
化

と
発
展
を
図
る
た
め
、
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
と
神
奈
川
県
酪
農
業
協
同

組
合
連
合
会
は
令
和
8
年
4
月
1
日
を

も
っ
て
合
併
、
新
体
制
で
の
運
営
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
県
内
酪
農
組
織
の

再
編
は
長
年
の
課
題
で
し
た
が
、
こ
の

度
の
合
併
に
よ
り
県
内
の
酪
農
関
連
機

能
が
一
本
化
さ
れ
、
よ
り
効
率
的
か
つ

安
定
的
な
事
業
運
営
体
制
の
構
築
を
図

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。今

後
は
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合

会
神
奈
川
県
本
部
（
畜
産
部
畜
産
事
業

セ
ン
タ
ー
及
び
畜
産
部
酪
農
課
）
と
し

て
、
地
域
酪
農
の
持
続
的
発
展
に
向
け

た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

「
神
奈
川
県
酪
農
生
産
者
協
議
会
結
成

総
会
開
催
さ
れ
る
」

3
月
23
日
に
神
奈
川
県
酪
農
生
産
者

協
議
会
結
成
総
会
が
平
塚
プ
レ
ジ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
生
産
者
、
関
係
団
体
な

ど
74
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
本
協
議
会

は
県
内
の
酪
農
生
産
者
の
意
思
結
集
と

連
携
強
化
を
図
り
、
本
県
に
お
け
る
酪

農
業
振
興
と
持
続
可
能
な
酪
農
経
営
の

確
立
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
発
起
人
を
代
表
し
て

県
酪
連
会
長
で
あ
り
か
な
が
わ
酪
農
協

組
合
長
で
あ
る
荒
井
新
吾
氏
か
ら
、「
県

内
酪
農
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
る

が
、
県
酪
連
会
長
と
し
て
今
回
の
再
編

が
組
織
と
し
て
の
最
適
な
形
を
出
し
た

も
の
で
あ
り
県
内
酪
農
の
持
続
性
を
高

め
る
一
歩
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

か
な
が
わ
酪
農
協
は
78
年
の
歴
史
に
一

区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

志
半
ば
で
逝
去
さ
れ
た
井
上
剛
前
組
合

長
の
思
い
を
今
後
は
全
農
神
奈
川
県
本

部
が
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
共
同
の

精
神
を
も
っ
て
ご
尽
力
さ
れ
た
全
て
の

方
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
さ

ら
に
神
奈
川
県
中
央
酪
農
協
議
会
は
役

割
を
終
え
、
神
酪
（
し
ん
ら
く
）
を
組

織
と
し
て
結
成
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

今
日
現
在
、
県
内
83
戸
と
い
う
厳
し
い

現
実
の
中
で
も
生
産
者
自
ら
が
新
た
な

連
携
の
形
を
と
り
、
歩
み
だ
し
た
こ
と

は
ま
さ
に
神
奈
川
酪
農
の
結
束
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
酪
農
情

勢
は
全
く

楽
観
で
き

る
も
の
で

は
な
い
。

こ
の
よ
う

な
時
期
だ

か
ら
こ
そ

組
織
の
役

割
が
明
確

化
さ
れ
、

関
係
団
体

と
一
体
と

な
り
、
神

奈
川
酪
農

が
次
の
挑

戦
に
歩
み

だ
す
時
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
課
題
は
多
々
あ

る
が
、
皆
様
と
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ

る
。
今
回
の
総
会
が
本
県
酪
農
の
新
た

な
門
出
と
な
り
、
未
来
の
確
か
な
歩
み

を
進
め
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し

た
い
。」
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
を
代

表
し
て
神
奈
川
県
環
境
農
政
局
農
水
産

部
畜
産
課　

甲
斐
課
長
代
理
、
神
奈
川

農
業
協
同
組
合
中
央
会　

平
本
代
表
理

事
会
長
、
関
東
生
乳
販
売
農
業
協
同
組

合
連
合
会　

菊
池
代
表
理
事
会
長
、
あ

し
が
ら
乳
業
株
式
会
社　

宇
山
代
表
取

締
役
社
長
か
ら
、
本
県
酪
農
及
び
新
組

織
の
発
展
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
御

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

�

　
（
畜
産
会
総
務
部
）

４
月
１
日
か
ら

酪
農
の
新
組
織
が
ス
タ
ー
ト

JA全農かながわ　畜産部
◆畜産事業センター相談課
◆畜産事業センター運営課
　平塚市土屋 1275 － 1
　　電 話　0463（58）9541（代表）
　　FAX　0463（58）9625

◆畜産部酪農課
（神奈川酪農生産者協議会事務局）
　伊勢原市上粕屋 220
　※旧酪連事務所と同じ場所です
　　電 話　0463（94）1020
　　FAX　0463（94）1027



─ 2 ─

第699号　令和 8年 5月 1日（金曜日）

◎
畜
産
課

▽
副
課
長
（
市
町
村
課
副
課
長
併
選
挙
管

理
委
員
会
書
記
長
代
理
）
和
田
浩
▽
調
整

グ
ル
ー
プ
技
幹
（
同 
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ

GL
）
池
田
暁
史
▽
調
整
グ
ル
ー
プ
主
査
（
同 

主
任
主
事
）
佐
藤
剛
大
▽
調
整
グ
ル
ー
プ

主
事
（
新
採
用
）
高
田
響
▽
畜
産
振
興
グ

ル
ー
プ
GL
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
企
画
研

究
課
主
任
研
究
員
）
白
石
葉
子
▽
畜
産
振

興
グ
ル
ー
プ
主
任
技
師
（
同 

技
師
）
飯
島

智
大
▽
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ
主
任
主
事（
同 

主
事
）
肥
田
野
希
▽
畜
産
環
境
グ
ル
ー
プ

主
任
主
事
（
同 

主
事
）
野
﨑
貴
之
▽
畜
産

環
境
グ
ル
ー
プ
技
師
（
新
採
用
）
伊
藤
由

貴
▽
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
主
査
（
同 

畜
産

環
境
グ
ル
ー
プ
主
査
）
津
田
彩
子
▽
安
全

管
理
グ
ル
ー
プ
主
査
（
湘
南
家
畜
保
健
衛

生
所
企
画
指
導
課
主
任
技
師
）
白
井
葵
▽

安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
主
査
（
同 

主
任
技
師
）

安
井
嘉
代
子
▽
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
主
任

主
事
（
同 

主
事
）
今
井
知
之

◎
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所

▽
企
画
指
導
課
技
師
（
新
採
用
）
坂
口
萌

美
▽
防
疫
課
専
門
家
畜
指
導
員
（
畜
産
技

術
セ
ン
タ
ー
普
及
指
導
課
副
技
幹
）
松
尾

綾
子
▽
防
疫
課
専
門
家
畜
指
導
員
（
県
央

地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
農
政
推
進

課
主
査
）
柴
田
淑
子
▽
防
疫
課
主
任
技
師

（
新
採
用
）
西
郷
智
貴
▽
防
疫
課
技
師
（
国

　

神
奈
川
県
の
令
和
8
年
度
当
初
予
算
案

は
、「
い
の
ち
輝
く
マ
グ
ネ
ッ
ト
神
奈
川
」

の
実
現
に
向
け
た
予
算
と
し
て
編
成
し
ま

し
た
。
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
推
進
を
図
る
ほ
か
、
県
内
経
済
・

県
人
事
異
動（
順
不
同
）

（
四
月一日
付
）

令
和
8
年
度
県
畜
産
関
係

当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

か
ら
の
割
愛
）
鈴
木
雅
也
▽
防
疫
課
技
師

（
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
技
師
）
小
澤

な
つ
め
▽
病
性
鑑
定
課
主
査
（
同 

主
任
技

師
）
猪
瀬
早
紀
▽
病
性
鑑
定
課
技
師
（
畜

産
技
術
セ
ン
タ
ー
企
画
研
究
課
技
師
）佐
々

木
駿

◎
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所

▽
企
画
指
導
課
主
任
技
師
（
新
採
用
）
浅

井
友
紀
子
▽
防
疫
課
主
任
技
師
（
国
か
ら

の
割
愛
戻
り
）
近
内
将
記
▽
防
疫
課
主
任

技
師
（
新
採
用
）
山
根
智
衣

◎
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

▽
管
理
課
主
事
（
新
採
用
）
稲
垣
千
絵
里

▽
企
画
研
究
課
専
門
研
究
員
（
畜
産
課
調

整
グ
ル
ー
プ
技
幹
）
西
田
浩
司
▽
企
画
研

究
課
主
任
研
究
員
（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生

所
防
疫
課
主
任
技
師
）
林
和
貴
▽
企
画
研

究
課
主
任
研
究
員
（
新
採
用
）
林
迪
▽
企

画
研
究
課
技
能
員
（
新
採
用
）
佐
野
茂
光

▽
普
及
指
導
課
副
技
幹
（
県
央
家
畜
保
健

衛
生
所
企
画
指
導
課
主
査
）
石
原
凡
子
▽

普
及
指
導
課
主
任
技
師
（
同 

技
師
）
菊
地

千
絵

◎
そ
の
他

▽
か
な
が
わ
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
副
校
長
兼

管
理
課
長
（
畜
産
課
副
課
長
）
佐
々
木
純

▽
中
小
企
業
支
援
課
小
田
原
駐
在
事
務
所

主
事
（
畜
産
課
調
整
グ
ル
ー
プ
主
事
）
小

島
十
雅
▽
国
へ
派
遣
・
割
愛
（
県
央
家
畜

保
健
衛
生
所
防
疫
課
技
師
）
山
上
倭
生
▽

国
へ
割
愛
戻
り
（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所

防
疫
課
技
師
）
永
田
彩
華
▽
県
央
地
域
県

政
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
農
政
推
進
課
副
技

幹
（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
防
疫
課
専
門

家
畜
指
導
員
）
横
澤
こ
こ
ろ
▽
総
務
局
財

政
部
財
政
課
主
任
技
師
・
川
崎
競
馬
組
合

き
ゅ
う
舎
管
理
課
派
遣
（
湘
南
家
畜
保
健

衛
生
所
防
疫
課
主
任
技
師
）
宮
﨑
章
子
▽

水
源
環
境
保
全
課
森
林
保
全
グ
ル
ー
プ
主

事
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
管
理
課
主
事
）

近
藤
司
▽
農
政
課
主
査
（
総
務
局
財
政
部

財
政
課
主
査
・
川
崎
競
馬
組
合
派
遣
）
石

原
深
雪

◎
退
職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▽
山
本
禎
（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
防
疫

課
主
査
）、
喜
多
浩
一
郎
（
畜
産
技
術
セ
ン

タ
ー
企
画
研
究
課
専
門
研
究
員
）

○
県
人
事
異
動
（
順
不
同
）（
一
月
一
日
付
）

◎
畜
産
課

▽
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ
技
師
（
新
採
用
）

村
山
芽
依

◎
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所

▽
病
性
鑑
定
課
主
任
技
師
（
新
採
用
）
石

川
由

産
業
の
活
性
化
の
た
め
、
日
産
自
動
車
生

産
縮
小
等
へ
の
対
応
や
、
宇
宙
関
連
産
業

の
振
興
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
地
方
独
立
行
政

法
人
神
奈
川
県
立
福
祉
機
構
の
設
立
等
に

取
り
組
む
ほ
か
、「
災
害
に
強
い
か
な
が
わ
」

の
実
現
に
向
け
、
新
た
な
神
奈
川
県
水
防

災
戦
略
等
に
基
づ
き
、
災
害
対
策
を
推
進

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
2
0
2
7
年
開
催
の

G
R
E
E
N

×

E
X
P
O
 2
0
2
7
に

向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
契
機
と
し
た
観
光
振
興
を
推
進
し

ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
を
進
め
る
に
当
た

り
、
引
き
続
き
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用

し
て
い
く
こ
と
で
、
県
民
の
抱
え
る
不
安

を
解
消
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

や
さ
し
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
畜
産
課
の
予
算
に
つ

い
て
は
、
畜
産
経
営
の
体
質
強
化
を
図
る

た
め
、
○
生
産
能
力
の
高
い
優
れ
た
乳
牛

の
増
産
技
術
を
活
用
し
た
生
産
基
盤
の
強

化
へ
の
取
組
○
国
産
飼
料
確
保
や
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
活
用
に
向
け
た
取
組
支
援
○
県

産
畜
産
物
の
評
価
を
高
め
販
路
拡
大
に
つ

な
げ
る
た
め
の
取
組
支
援
○
特
定
家
畜
伝

染
病
（
豚
熱
、
口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
）
に
つ
い
て
、
農
場
の
飼
養
衛
生

管
理
の
強
化
等
に
よ
る
発
生
予
防
や
万
が

一
発
生
し
た
際
に
備
え
た
体
制
の
充
実
・

強
化
へ
の
取
組
○
畜
産
業
に
お
け
る
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
〇
畜
産
農

家
と
耕
種
農
家
の
連
携
（
耕
畜
連
携
）
を
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推
進
し
、
良
質
堆
肥
生
産
及
び
供
給
態
勢

構
築
や
モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
耕
種
農
家

に
よ
る
飼
料
作
物
栽
培
を
行
う
と
と
も
に
、

生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
に

向
け
た
検
討
を
行
う
な
ど
、
総
合
的
な
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

予
算
規
模
は
七
億
四
、九
〇
〇
万
円
で
あ

り
、
以
下
に
施
策
分
野
ご
と
に
整
理
し
た

主
な
事
業
等
を
紹
介
し
ま
す
。

1 

畜
産
技
術
振
興
関
係�

一
四
、八
一
四
千
円

　

飼
料
の
輸
入
依
存
体
質
か
ら
脱
却
し
、

飼
料
基
盤
の
安
定
強
化
を
図
る
た
め
、
飼

料
生
産
に
向
け
た
作
付
け
の
奨
励
等
を
行

い
ま
す
。

　

畜
産
経
営
の
健
全
な
発
展
を
推
進
す
る

た
め
、
生
産
・
経
営
技
術
指
導
を
行
う
ほ

か
、
家
畜
商
・
家
畜
人
工
授
精
師
免
許
交

付
事
務
、
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習
会

の
開
催
及
び
畜
産
業
振
興
事
業
等
の
受
託

事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

2 

畜
産
飼
料
対
策
関
係�

一
、二
三
〇
千
円

　

飼
料
製
造
業
者
等
へ
の
指
導
及
び
飼
料

の
収
去
検
査
等
を
行
う
と
と
も
に
畜
産
農

家
へ
の
適
正
使
用
指
導
を
行
う
ほ
か
、
配

合
飼
料
価
格
安
定
対
策
事
業
に
対
し
て
補

助
し
ま
す
。

3 

生
乳
流
通
改
善
調
整
事
業
関
係

�

三
、二
七
九
千
円

　

良
質
な
生
乳
の
生
産
振
興
の
推
進
等
に

対
し
て
補
助
す
る
と
と
も
に
、
加
工
原
料

乳
生
産
者
補
給
金
制
度
の
適
正
な
運
営
を

図
り
ま
す
。

4 

食
肉
鶏
卵
流
通
改
善
事
業
関
係

�

八
、八
六
九
千
円

　

鶏
卵
の
価
格
安
定
対
策
事
業
及
び
養
豚

経
営
安
定
資
金
の
造
成
に
対
し
て
補
助
し

ま
す
。

5 

酪
農
活
性
化
推
進
事
業
関
係

�

五
、九
九
一
千
円

　

酪
農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
酪
農

関
係
団
体
と
連
携
し
、
経
済
性
を
重
視
し

た
後
継
牛
確
保
の
た
め
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
若
者
の

県
内
酪
農
業
へ
の
就
職
を
促
進
す
る
た
め
、

県
内
高
校
生
等
の
牧
場
に
お
け
る
実
践
的

研
修
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
す
。

6 

畜
産
経
営
環
境
整
備
事
業
関
係

�

一
四
八
、四
四
七
千
円

　

家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正
処
理
を
指
導
す

る
と
と
も
に
、
開
放
豚
舎
の
気
流
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
臭
気
を
集
約
す
る

方
法
や
効
率
よ
く
脱
臭
す
る
方
法
の
検
討

及
び
脱
臭
設
備
の
性
能
を
分
析
・
検
討
し

ま
す
。
畜
産
経
営
の
基
盤
強
化
を
図
る
た

め
、
周
辺
環
境
に
対
応
し
た
畜
舎
や
堆
肥

舎
等
を
導
入
し
、
生
産
性
の
向
上
や
堆
肥

の
高
品
質
化
を
図
る
た
め
の
施
設
整
備
を

支
援
し
ま
す
。

7 

元
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
関
係

�

一
一
六
、一
六
一
千
円

　

大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
跡
地
の
適
正
な

管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
牧
道
を
県
営
林

道
に
移
管
す
る
た
め
、
県
営
林
道
と
し
て

利
用
者
が
安
全
に
利
用
し
、
県
が
確
実
に

管
理
で
き
る
よ
う
、
安
全
施
設
の
設
置
等
、

確
定
し
た
規
格
に
基
づ
き
工
事
を
実
施
し
、

県
営
林
道
に
移
管
し
ま
す
。

8 

養
豚
対
策
関
係�

三
八
、六
〇
二
千
円

　

養
豚
経
営
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
造
成
し
た
優
れ
た

能
力
を
持
つ
系
統
豚
を
活
用
し
た
豚
肉
の

銘
柄
化
を
進
め
ま
す
。

9 

畜
産
物
販
売
促
進
事
業
関
係

�

七
、五
〇
九
千
円

　

県
産
畜
産
物
の
評
価
を
高
め
販
路
拡
大

に
つ
な
げ
る
た
め
、
県
と
生
産
者
団
体
で

構
成
す
る
協
議
会
に
お
い
て
、
認
知
度
向

上
に
資
す
る
情
報
発
信
力
の
強
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
県
産
肉
用
鶏
「
か
な
が

わ
鶏
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
向
け
た

取
組
な
ど
、
県
産
畜
産
物
の
出
口
戦
略
を

推
進
し
ま
す
。

10 

耕
畜
連
携
推
進
事
業
費

�

一
一
、七
八
〇
千
円

　

畜
産
農
家
と
耕
種
農
家
の
連
携
（
耕
畜

連
携
）
を
推
進
し
、
良
質
堆
肥
の
生
産
、

供
給
態
勢
構
築
や
耕
種
農
家
に
よ
る
飼
料

作
物
栽
培
体
系
の
実
証
を
行
う
と
と
も
に
、

生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
に

向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

11 

家
畜
保
健
衛
生
費�

二
二
六
、〇
九
二
千
円

　

口
蹄
疫
や
ヨ
ー
ネ
病
等
の
家
畜
伝
染
病

の
発
生
予
防
及
び
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た

め
、
検
査
や
指
導
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
迅
速
か
つ
的
確
な
初
動
防
疫
を
実
施

し
、
ま
ん
延
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

家
畜
の
慢
性
疾
病
対
策
や
畜
産
物
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
畜
産
農
家
へ
の
衛

生
対
策
指
導
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
医

薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及

び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
動
物
用
医
薬
品
の
適
正
な
製
造
・
販

売
等
の
監
視
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
獣

医
師
法
や
獣
医
療
法
に
基
づ
く
適
切
な
獣

医
療
を
提
供
す
る
事
業
に
対
す
る
補
助
や

獣
医
師
等
へ
の
指
導
監
督
を
行
い
ま
す
。

12 

特
定
家
畜
伝
染
病
対
策
事
業
費

�

一
三
二
、九
五
四
千
円
（
家
畜
保
健
衛
生
費
の
内
数
）

　

家
畜
伝
染
病
の
う
ち
、
発
生
時
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
特
定
家
畜
伝
染
病
（
豚

熱
、
口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
）
に

つ
い
て
、
農
場
の
飼
養
衛
生
管
理
の
強
化

等
に
よ
り
、
県
内
に
お
け
る
発
生
予
防
を

図
る
と
と
も
に
、
万
が
一
発
生
し
た
際
に
備

え
た
体
制
の
充
実
・
強
化
を
行
い
ま
す
。

13 

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
費

�

一
六
六
、四
三
三
千
円

　

高
能
力
家
畜
の
改
良
増
殖
を
図
る
た
め

の
O
P
U
等
の
受
精
卵
移
植
技
術
や
、
都

市
と
調
和
し
た
畜
産
経
営
を
行
う
た
め
の

畜
舎
排
水
の
高
度
処
理
技
術
、
牛
由
来
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
有
効
な
地
域
資
源

の
利
用
方
法
の
検
証
な
ど
の
試
験
研
究
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
に
よ
り
破
損
し
て
い
る

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
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令
和
8
年
度
家
畜
人
工
授
精
師

養
成
講
習
会
（
牛
）

を
開
催
し
ま
す

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

牛
マ
ル
キ
ン

（
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
）

～
交
付
状
況
～

　

家
畜
人
工
授
精
師
に
な
る
に
は
、
家
畜

改
良
増
殖
法
に
基
づ
き
県
等
が
開
催
す
る

家
畜
の
種
類
別
に
行
う
家
畜
人
工
授
精
に

関
す
る
講
習
会
（
家
畜
人
工
授
精
師
養
成

講
習
会
）
を
受
講
し
、
そ
の
修
業
試
験
に

合
格
し
た
証
明
書
を
添
え
て
、
知
事
に
免

許
証
の
交
付
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
手
続
き
を
経
て
、
免
許
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
農
家
に
お
い
て
、
保
存
し

て
あ
る
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
及
び
家
畜

受
精
卵
（
以
下
、
家
畜
人
工
授
精
用
精
液

等
と
言
う
。）を
譲
渡（
販
売
・
無
償
譲
渡
・

他
者
の
使
用
す
る
雌
畜
へ
の
家
畜
人
工
授

精
を
含
む
）
す
る
場
合
は
、
畜
産
農
家
自

ら
家
畜
人
工
授
精
所
を
開
設
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
家
畜
人
工
授
精
所
で
保
管
し

て
い
る
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
以
外
は
、

他
者
へ
譲
渡
等
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
※
家
畜
受
精
卵

を
採
取
し
た
獣
医
師
が
開
設
す
る
家
畜
人

工
授
精
所
が
保
存
す
る
場
合
は
、
家
畜
人

工
授
精
所
を
開
設
し
て
い
な
い
農
家
で
飼

　

令
和
七
年
度
第
四
四
半
期
（
八
年
一
月

～
三
月
）
の
指
定
肉
用
子
牛
の
品
種
区
分

ご
と
の
平
均
売
買
価
格
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

　

黒
毛
和
種�

八
〇
四
、〇
〇
〇
円

　

交
雑
種�

四
六
八
、九
〇
〇
円

　

乳
用
種�

二
四
一
、三
〇
〇
円

　

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保
証

基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共
に
上

回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給
金
の
交

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
畜
産
会　

藤
田
）

令
和
八
年
一
月
～
二
月
交
付
金

概
算
払
単
価
（
肥
育
牛
一
頭
当
た
り
）

〇
肉
専
用
種

　

一
月�

交
付
な
し

　

二
月�

交
付
な
し

〇
交
雑
種

　

一
月�

交
付
な
し

　

二
月�

交
付
な
し

〇
乳
用
種

　

一
月�

二
三
、九
七
五
・
三
円

　

二
月�

三
〇
、三
六
四
・
四
円

�

（
畜
産
会　

倉
迫
）

養
さ
れ
て
い
る
雌
牛
か
ら
採
取
し
た
受
精

卵
で
あ
っ
て
も
、
他
の
農
家
や
家
畜
人
工

授
精
所
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　

家
畜
人
工
授
精
所
は
、
家
畜
人
工
授
精

師
の
免
許
を
持
ち
、
設
備
や
器
具
、
書
類

（
家
畜
人
工
授
精
簿
や
譲
渡
等
記
録
簿
等
）

の
整
備
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
知
事
の

許
可
を
受
け
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
許
が
必
要
な
方
は
是
非
こ
の
機
会
に

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
講
習
日
時
】

令
和
8
年
7
月
17
日
（
金
）
～

令
和
8
年
8
月
17
日
（
月
）

8
時
30
分
～
17
時
30
分
ま
で
（
7
月
20
日

以
外
の
土
日
祝
日
を
除
く
21
日
間
）

【
開
催
場
所
】
東
京
農
業
大
学
厚
木
キ
ャ

ン
パ
ス
、
県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

【
受
講
料
】
二
万
三
、〇
〇
〇
円
（
別
途
講

習
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

【
受
付
期
間
】

令
和
8
年
5
月
18
日
（
月
）
～

令
和
8
年
5
月
29
日
（
金
）
必
着

　

詳
細
は
、
県
畜
産
課
H
P
あ
る
い
は
、

記
載
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
込
み
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
方
法
は
、
5
月
中
旬
に
H
P
に
て

公
開
し
ま
す
。

https://w
w

w
.pref.kanagaw

a.jp/

docs/w
5c/cnt/f70185/p1038030.htm

l

【
問
合
せ
先
】

神
奈
川
県
環
境
農
政
局
農
水
産
部　

畜
産

課　

畜
産
環
境
グ
ル
ー
プ　

電
話
0
4
5
（
2
1
0
）
4
5
1
4

�

（
畜
産
課　

伊
藤
）
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体表温度と活動量から乳牛の分娩を予測

センサで測定した体表温度と活動量の変化から

乳牛の分娩を予測できることが分かりました。引

き続き予測精度の向上と難産や疾病の検知への応

用に取り組む予定です。

担当 畜産技術センター 企画研究課 秋山清

【【分分娩娩予予測測結結果果】】

体表温度の変化から24時間以内の
分娩予測、活動量の変化から6時間以
内の分娩予測を検知しました（図３）。
分娩予測検知率は78～100％、予測
時間内分娩率は56～83％であり、放
し飼いモデルとつなぎ飼いモデルのア
ルゴリズムで同様の成績が得られまし
た（図４）。

【【分分娩娩予予測測のの方方法法】】

分娩予定10日前のホルスタイン種雌牛の尾部腹側に体表温度と加速度を計測する多機能尾

部センサを装着します。測定したデータはクラウドに送信され、機械学習により24時間以内

図４ 分娩予測検知率と時間内分娩率

図１ 多機能センサによる分娩予測のイメージ

乳牛の分娩を予測し分娩事故を防止するために、尾部に装着したセンサで体表温度や尾部加
速度を連続的に測定し、機械学習により分娩を予測する技術の開発に取り組んでいます。

と6時間以内の分娩予測を行い、予測結果をスマート

フォンやパソコンで確認します。今回の研究では放し

飼いモデルとつなぎ飼いモデルの２種類のアルゴリズ

ムで機械学習を行い、分娩予測結果を比較しました。

多機能尾部センサ

20.1×26.0×9.7mm

ゴム製ベルトに収納して尾部腹側に装着

体表温度と加速度を3分間隔で測定

図３ 体表温度と活動量の変化

前3日間の同時刻平均との
差が0.4℃以上
→24時間以内の分娩予測

過去24時間の合計が増加
→6時間以内の分娩予測

図２ センサ装着から分娩までの経過

スマホへ通知

24時間以内分娩予測 6時間以内の分娩予測

スマホへ通知

分娩センサ装着

分娩予定10日前

体表温度、尾部加速度の計測
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令和7年度
かながわ畜産環境大賞　かながわ畜産経営特別賞表彰式を開催
～畜産環境対策と創意あふれる経営が紡ぐ、神奈川畜産の未来～

　（一社）神奈川県畜産振興会は、県民の皆様から深い理解と信頼を築き、次代を担う
畜産関係者の志を高めることを目的として、令和7年度より新たな表彰事業を始動しまし
た。本事業の柱は二つ。一つは環境対策と真摯に向き合い持続可能な畜産に挑み続ける
生産者を称える「かながわ畜産環境大賞」。そして、もう一つは都市近郊という限られた
条件の中で創意工夫によって新たな神奈川畜産のあり方を切り拓く生産者に贈る「かな
がわ畜産経営特別賞」です。

【丁寧な現場調査を経て受賞者を決定】
　受賞者の選定にあたっては、各畜種の生産者団体から推薦された候補者を各生産者団
体、関係団体とともに一件ずつ訪問。書面だけでは見えない日々の創意工夫や努力、そ
して、困難な状況下でも「地域に必要とされる畜産でありたい」「この営みを未来につな
げたい」と願う生産現場の想いを丁寧に調査し、受賞者を決定しました。

【想いがひとつになった表彰式】
　令和8年2月27日、多くの生産者や関係団体が見守る中、表彰式が執り行われました。
厳かな空気の中にも、どこか温かさの漂う会場。事務局から各受賞者の取組内容が紹介
され、志澤勝会長から栄えある表彰盾が一人ひとりに手渡されると、会場からは日々の
努力に対する深い敬意を込めた惜しみない拍手が送られました。

【輝かしい功績を称えて】
　また、本式典では、もう一つの大きな喜びを分かち合いました。「第16回全日本ホルス
タイン共進会」において極めて優秀な成績を収められた、伊勢原市の竹園牧場様、なら
びに藤沢市の長谷川勇輔氏。全国の頂点を競う舞台で勝ち得た栄誉の陰には、日々のた
ゆまぬ努力と畜産に向き合う真摯な姿勢があります。見事な栄誉を勝ち取られた両者の
努力と神奈川の畜産の誇りを守り抜いたその功績に対し、感謝の意を込めて特別賞を授
与いたしました。

【地域と共に歩む「神奈川の畜産」】
　環境への配慮と時代を見据えた経営。今回表彰された皆様の姿は、これからの都市近
郊畜産が進むべき一つの道標です。本会はこれからも、生産者の皆様とともに、地域に
必要とされ、未来へと誇れる神奈川畜産の発展に向けて歩み続けてまいります。

（一般社団法人神奈川県畜産振興会　小嶋信雄）
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令和 7年度　かながわ畜産環境大賞　受賞者と主な取組内容

受賞者名 住 所 畜 種 主な取組内容 推薦団体

橘川牧場 綾瀬市 乳用牛 搾乳衛生環境が県内で最も優秀　畜舎内・畜舎周
辺の環境美化　地域に良質な堆肥を供給

神奈川県酪農業協同組合
連合会

（株）三留牧場 葉山町 肉用牛 畜舎内・畜舎周辺の環境美化　未利用資源を活用
した良質な飼料生産　良質堆肥の生産・供給

神奈川県肉牛経営者協議
会

（有）ブライトピック 綾瀬市 豚 植栽・除草・悪臭対策の実施　畜舎内・畜舎周辺
の環境美化　良質堆肥の生産供給と飼料米の生産

一般社団法人神奈川県養
豚協会

（有）鈴保養鶏園 綾瀬市 鶏 畜舎周辺の環境美化　地域に良質な堆肥を供給　
畜舎等の衛生環境対策の実施

一般社団法人神奈川県畜
産会養鶏部会

令和 7年度　かながわ畜産経営特別賞　受賞者と主な取組内容

受賞者名 住 所 畜 種 主な取組内容 推薦団体

（株）小野ファーム 横浜市 肉用牛 乳用牛を活用した銘柄牛肉の生産　地産地消の実
践　未利用資源を活用した良質な飼料生産

神奈川県肉牛経営者協議
会

（株）丹沢農場 愛川町 豚
6次産業化の取組（自社農場で育てた豚肉の魅力を
強く発信できるよう生産体制の効率化を図り、「味」
と「品質」を追求）

一般社団法人神奈川県養
豚協会

（有）小川フェニックス 相模原市 鶏 直売場を活用した鶏卵の高付加価値販売　自農場
の堆肥を活用した野菜生産・販売

一般社団法人神奈川県畜
産会養鶏部会

令和 7年度受賞者による記念撮影

受賞者取組内容の説明

表彰盾の授与

6月15日（月）～6月19日（金）ナイター
7月　6日（月）～7月10日（金）ナイター
7月27日（月）～7月31日（金）ナイター

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立てられています。

日催開馬競崎川
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こ
れ
か
ら
の
『
お
い
し
い
』
の
か
た
ち

み
な
さ
ん
、
毎
日
の
お
仕
事
お
つ
か
れ

さ
ま
で
す
。
最
近
「
ス
マ
ー
ト
畜
産
」
と

い
う
言
葉
、
よ
く
耳
に
し
ま
せ
ん
か
？
実

は
牛
舎
の
あ
ち
こ
ち
で
面
白
い
技
術
が
活

躍
し
始
め
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か
ご
紹

介
し
ま
す
。

〇
牛
の
「
体
重
計
」
が
い
ら
な
く
な
る
？

こ
れ
ま
で
は
牛
を
わ
ざ
わ
ざ
捕
ま
え
て

体
重
計
に
乗
せ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
カ

メ
ラ
で
撮
る
だ
け
で
A
I
が
体
重
を
推
定

し
て
く
れ
る
技
術
が
あ
り
ま
す
。
牛
に
ス

ト
レ
ス
を
与
え
ず
、
成

長
具
合
を
毎
日
デ
ー
タ

で
見
守
れ
る
の
で
、「
出

荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
最

適
化
」
が
デ
ー
タ
で
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
映
像
で
「
歩
き
方
」
を
チ
ェ
ッ
ク

牛
の
歩
く
姿
を
A
I
で
解
析
し
、
蹄
の

病
気
や
ケ
ガ
の
予
兆
を
い
ち
早
く
見
つ
け

る
シ
ス
テ
ム
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
削
蹄

の
記
録
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
足
腰
か

ら
健
康
を
支
え
る
「
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

ケ
ア
」
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
首
輪
型
セ
ン
サ
ー
で
体
調
管
理

こ
ち
ら
は
つ
な
ぎ
牛
舎
で
も
導
入
が
進

ん
で
い
ま
す
。
発
情
や
体
調
変
化
の
「
小

さ
な
サ
イ
ン
」
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
で
、

事
故
を
減
ら
し
、
牛
も
人
間
も
ス
ト
レ
ス

な
く
過
ご
せ
る
、
そ
ん
な
優
し
い
管
理
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇�

牛
の
ゲ
ッ
プ
対
策
が
拓
く
、
次
世
代
ブ
ラ
ン
ド

最
近
、
牛
の
ゲ
ッ
プ
を
減
ら
す
「
魔
法

の
粉
」
が
話
題
な
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
の
殻
な
ど
を
混
ぜ
た
特

別
な
エ
サ
を
食
べ
る
だ
け
で
、
メ
タ
ン
ガ

ス
が
ぐ
ん
と
減
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で

通
り
の
お
い
し
い
お
肉
を
作
り
な
が
ら
、

地
球
に
も
や
さ
し
い
。
そ
ん
な
「
エ
シ
カ

ル
な
牛
肉
」
と
し
て
、
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド

価
値
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
「
サ
シ
の

入
り
」「
枝
肉
重
量
」
や

「
乳
成
分
」だ
け
で
な
く
、「
ど
う
育
て
た
か
」

「
ど
れ
だ
け
環
境
に
配
慮
し
た
か
」
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
が
、
消
費
者
が
選
ぶ

「
美
味
し
さ
」
の
新
し
い
基
準
に
な
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。

時
代
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
牛
と

い
う
命
と
向
き
合
う
仕
事
の
尊
さ
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
最
新
の
技
術
を
ち
ょ
っ
と
味

方
に
つ
け
て
、
明
日
か
ら
の
畜
産
業
を

ち
ょ
っ
と
わ
く
わ
く
す
る
も
の
に
、
み
ん

な
で
形
に
し
て
い
け
た
ら
素
敵
で
す
ね
。

�

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所　

戸
田
）

ト
ラ
ン
プ
は
遠
い
敵
地
で
戦
争
し

武
器
売
っ
て
平
和
唱と
な
え
る
早
苗
さ
ん

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
攻
め
続
け

イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
が
ガ
ザ
地
区
で

ド
ン
パ
ッ
チ
を
や
っ
て
い
る
最
中
に
米
国

の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に

侵
略
し
、
そ
の
大
統
領
を
拘
束
し
て
し

ま
っ
た
。
拘
束
さ
れ
た
大
統
領
の
そ
の

後
の
報
道
を
晦く
ら

ま
か
の
す
よ
う
に
、
今

度
は
イ
ラ
ン
に
大
部
隊
を
出
動
さ
せ
て

核
開
発
関
連
施
設
を
砲

撃
し
た
。
ど
の
く
ら
い

の
砲
撃
を
し
た
の
か
？

日
本
に
販
売
予
定
だ
っ

た
ミ
サ
イ
ル
＝
ト
マ
ホ
ー
ク
が
足
り
な

く
な
っ
て「
納
品
を
ま
っ
て
く
れ
」
と
言
っ

て
い
る
そ
う
な
。
世
界
一
の
軍
事
大
国

で
も
数
日
の
戦
闘
で
弾た
ま

が
足
り
な
く
な
っ

ち
ゃ
う
ん
で
す
か
ね
。

日
本
は
八
一
年
間
に
わ
た
っ
て
他
国

と
戦
火
を
交
え
る
こ
と
な
く
平
和
国
家

を
自
認
し
、
世
界
に
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
八
一
年
の
重
み
は
測
り
知
れ

な
い
。
こ
れ
を
投
げ
捨
て
て
武
器
を
た

く
さ
ん
作
っ
て
輸
出
し
、
同
盟
国
、
同

誌
国
と
の
連
繋
を
強
め
抑
止
力
を
高
め

よ
う
と
。
現
在
輸
出
し
て
よ
い
の
は
「
救

難
・
輸
送
・
警
戒
・
監
視
・
掃
海
」
の

5
類
型
だ
け
に
限
定
だ
が
、
こ
れ
を
撤

廃
し
て
殺
傷
す
る
武
器
も
含
め
よ
う
と
。

こ
れ
じ
ゃ
平
和
は
遠
ざ
か
る
。

早
苗
さ
ん
よ
！
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

「
イ
ラ
ン
の
核
関
連
施
設
を
攻
撃
し
た
つ

も
り
が
学
校
や
住
宅
に
弾た
ま
を
撃う

っ
ち
ゃ
っ

て
、
弾た
ま

が
足
り
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
、

至
急
売
っ
て
く
れ
。
納
品
先
は
イ
ラ
ン

の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
航
行

中
の
駆
逐
艦
（
ド
ナ
ル

ド
）
ま
で
」
っ
て
注
文

さ
れ
た
ら
「
い
い
わ
よ
、

日
本
の
防
衛
産
業
の
基
盤
強
化
に
御
協

力
く
だ
さ
い
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ワ
タ
ク
シ
早
苗
が
し
っ
か
り
と
承
り
ま

す
。」
と
応
じ
て
大
儲
け
す
る
の
か
な
？

日
本
は
国
際
法
や
人
権
を
無
視
す
る

国
に
は
武
器
を
渡
さ
な
い
。
日
本
は
他

国
の
紛
争
に
加
担
し
な
い
。
平
和
国
家

の
理
念
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
じ
ゃ
じ
ゃ

馬う
ま

の
手た
づ
な綱
を
引
き
締
め
る
国
会
の
力
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

�

（
忠
九
朗
）

家
保
だ
よ
り

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
畜
産
会 

新
規
採
用
職
員
紹
介

家
畜
衛
生
部　

三み
う
ら浦　

正し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎　
　
　

経
営
指
導
部　

宮み
や
ざ
と里　

し
お
り

新
む
ら
す
ず
め


